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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動手段で回転駆動されると共に、空気調和機に内蔵されたエアフイルターに付着した
塵埃を掻き取る回転清掃体と、前記回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納する集塵ボック
スと、前記集塵ボックスに収納された前記塵埃を前記集塵ボックス内で移送する塵埃移送
手段とを備え、前記集塵ボックスに塵埃排出用の塵埃排出口を設け、前記塵埃排出口を塞
ぐ蓋体を開閉自在に設けると共に、少なくとも前記蓋体の開動作と、塵埃移送手段が塵埃
を前記集塵ボックス内で移送する動作とを連動させた空気調和機用清掃装置。
【請求項２】
　回転清掃体は、集塵ボックス内に着脱自在に収納されると共に、前記集塵ボックスを空
気調和機に着脱自在とした請求項１に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項３】
　回転清掃体に付着した塵埃を除去する塵埃除去手段を設けた請求項１又は２に記載の空
気調和機用清掃装置。
【請求項４】
　回転清掃体を、棒状の軸体と、前記軸体に螺旋状に巻き付けられると共に基布と前記基
布に植毛されたブラシ部からなる起毛布とで構成した請求項１～３のいずれか１項に記載
の空気調和機用清掃装置。
【請求項５】
　軸体に巻きつけられた起毛布の全幅寸法（有効清掃幅寸法）を５００ｍｍ以上とした請
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求項４に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項６】
　塵埃移送手段を、指で操作するためのつまみと、前記つまみに連結され、集塵ボックス
内で移動する移送板とで構成し、前記移送板の周縁に、前記集塵ボックスの内壁を清掃す
る清掃片を設けた請求項１～５のいずれか１項に記載の空気調和機用清掃装置。
【請求項７】
　空気調和機用清掃装置の内部や外部に付着した塵埃を払うための手入れ用のハケと、前
記ハケを着脱自在に保持するハケ保持部を備えた請求項１～６のいずれか１項に記載の空
気調和機用清掃装置。
【請求項８】
　熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含まれる塵埃を捕獲するエ
アフイルターと、請求項１～７のいずれか１項に記載の空気調和機用清掃装置を備えた空
気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機に取り付けられエアフィルターの清掃を行う空気調和機用清掃装
置と、それを用いた空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の空気調和機用清掃装置として、図１１に示すようなものがあった（例え
ば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図１１は、上記特許文献１に記載された従来の空気調和機用清掃装置を搭載した空気調
和機の室内機本体の断面図である。
【０００４】
　図１１において、室内機本体１内には、熱交換器２と、室内の空気を取り入れる吸込口
３と、前記熱交換器２と前記吸込口３の間に設けられたベルト状のエアフィルター４と、
このエアフィルター４を張設した駆動軸６および従動軸７と、前記駆動軸６を回転駆動す
るサーボモーター５と、前記フィルター４で捕集された塵埃を除去する空気調和機用清掃
装置８と、前記吸込口３から室内の空気を吸引し、熱交換器２を通して吹き出し口９から
、熱交換された空気を室内に吹き出すファン１０とを備えている。
【０００５】
　空気調和機用清掃装置８は、ロータ１１ａとそのロータ１１ａの外周の長手方向に設け
られたブラシ状の清掃体１１ｂからなる回転清掃体１１と、前記回転清掃体１１を回転駆
動する駆動手段（図示せず）と、前記吸込口３と連通すると共に前記回転清掃体１１を内
設し排出口１２を有する排気管１３と、前記排気管１３内に設けられた塵埃排出用ファン
１４から構成されている。
【０００６】
　上記のように構成された従来の空気調和機用清掃装置及び空気調和機の動作、作用は以
下の通りである。
【０００７】
　室内機本体１を、例えば、冷房運転すると、ファン１０により室内の空気が吸込口３か
ら流入し、エアフィルター４を通って熱交換器２に至り、そこで冷却され、冷たい空気が
吹き出し口９から室内に吹き出される。吸引される室内の空気に含まれる塵埃は、前記エ
アフィルター４で捕集され、エアフィルター４の表面に堆積する。エアフィルター４の表
面に塵埃が堆積してくると、空気の通気圧損が増加し、熱交換効率が低下してくるので、
定期的に或いは、必要に応じて、エアフィルター４上の塵埃の除去運転が必要となる。
【０００８】
　塵埃の除去運転は、サーボモーター５を運転して駆動軸６を回転させてベルト状のフィ
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ルター４を連続的に移動させながら、その間に回転清掃体１１を回転させると共に塵埃排
出用ファン１４を運転するもので、エアフィルター４上の塵埃が、回転清掃体１１の清掃
体１１ｂで掻き取られ、掻き取られた塵埃は、塵埃排出用ファン１４により吸引され、排
出口１２より室外に排出されるようになっている。
【特許文献１】特開平６－７４５２１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の空気調和機用清掃装置の構成では、塵埃吸引用ファン１４を
設けているので、構造が複雑で、またそれを設けるスペースが必要なため、空気調和機用
清掃装置は勿論それを搭載した空気調和機が大型化するという課題があった。
【００１０】
　又、塵埃の吸引時に、塵埃吸引用ファン１４が高速で回転するため、騒音が大きいとい
う課題も有った。さらに、塵埃を、排出口１２から直接屋外に排出するようにしているた
め、屋外の空気が塵埃で汚染され、非衛生的であった。
【００１１】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、従来の塵埃の掻き取り性能を維持しなが
ら、小型で、衛生的で、低騒音で、しかも塵埃廃棄頻度が少なくメンテナンスの容易な空
気調和機用清掃装置と、空気調和機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機用清掃装置は、駆動手段で回転
駆動されると共に、空気調和機に内蔵されたエアフイルターに付着した塵埃を掻き取る回
転清掃体と、前記回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納する集塵ボックスと、前記集塵ボ
ックスに収納された前記塵埃を前記集塵ボックス内で移送する塵埃移送手段とを備えたも
ので、回転清掃体によってエアフイルターに付着した塵埃が確実に掻き取られると共に、
その塵埃が集塵ボックスに収納されるので、塵埃の廃棄、メンテナンスが容易である。ま
た、塵埃移送手段で、集塵ボックス内の塵埃を一方に移送すると、塵埃が圧縮されるので
、集塵ボックス内に多量の塵埃を溜めておけるようになり、集塵ボックス内の塵埃の廃棄
頻度が減り、塵埃の廃棄作業が軽減される。又、塵埃を吸引すると共に外部にそれを排出
するための吸引装置が不要なので、小型、低騒音で、しかも衛生的である。
【００１３】
　また、本発明の空気調和機は、熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空
気に含まれる塵埃を捕獲するエアフイルターと、請求項１～９のいずれか1項に記載の空
気調和機用清掃装置を備えたもので、従来の塵埃掻き取り性能を維持しながら、小型、低
騒音で、しかもメンテナンスが容易な空気調和機用清掃装置を用いることにより、空気調
和機のエアフイルターを常にきれいに保つことが出来るので、空調性能に優れ、しかもメ
ンテナンスの容易な空気調和機を提供することが出来る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の空気調和機用清掃装置及び空気調和機は、従来の塵埃の掻き取り性能を維持し
ながら、小型で、衛生的で、低騒音で、しかも塵埃廃棄頻度が少なくメンテナンスが容易
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　第１の発明は、駆動手段で回転駆動されると共に、空気調和機に内蔵されたエアフイル
ターに付着した塵埃を掻き取る回転清掃体と、前記回転清掃体で掻き取られた塵埃を収納
する集塵ボックスと、前記集塵ボックスに収納された前記塵埃を前記集塵ボックス内で移
送する塵埃移送手段とを備え、前記集塵ボックスに塵埃排出用の塵埃排出口を設け、前記
塵埃排出口を塞ぐ蓋体を開閉自在に設けると共に、少なくとも前記蓋体の開動作と、塵埃
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移送手段が塵埃を前記集塵ボックス内で移送する動作とを連動させたもので、回転清掃体
によってエアフイルターに付着した塵埃が確実に掻き取られると共に、その塵埃が集塵ボ
ックスに収納されるので、塵埃の廃棄、メンテナンスが容易である。また、塵埃移送手段
で、集塵ボックス内の塵埃を一方に移送すると、塵埃が圧縮されるので、集塵ボックス内
に多量の塵埃を溜めておけるようになり、集塵ボックス内の塵埃の廃棄頻度が減り、塵埃
の廃棄作業が軽減される。又、塵埃を吸引すると共に外部にそれを排出するための吸引装
置が不要なので、小型、低騒音で、しかも衛生的である。また、集塵ボックス内に堆積し
た塵埃を、塵埃移送手段で、塵埃排出口まで移送すると、その間に塵埃が圧縮されるが、
その移送動作に連動して蓋体が開放するようにすれば、一つの移送動作で、塵埃を一箇所
の塵埃排出口から排出できると共に、塵埃が圧縮されているので、廃棄時に、塵埃が周囲
に飛び散ることが無く、衛生的である。
【００１６】
　第２の発明は、特に、第１の発明の回転清掃体は、集塵ボックス内に着脱自在に収納さ
れると共に、前記集塵ボックスを空気調和機に着脱自在としたもので、一般に高所に設置
された空気調和機から集塵ボックスを容易に取り外すことができるので、集塵ボックス内
の塵埃の廃棄が容易で、しかも回転清掃体を集塵ボックスから容易に取り出せるので、回
転清掃体にこびりついた塵埃の除去、清掃が容易になる。
【００１９】
　第３の発明は、特に、第１又は２の発明の回転清掃体に付着した塵埃を除去する塵埃除
去手段を設けたもので、回転清掃体を常にきれいに保つことができるので、塵埃掻き取り
性能が低下することが無く、また、回転清掃体で掻き取られた塵埃が、エアフイルターに
再付着することも無く、塵埃除去性能が向上する。
【００２０】
　第４の発明は、特に、第１～３のいずれか一つの発明の回転清掃体を、棒状の軸体と、
前記軸体に螺旋状に巻き付けられると共に基布と前記基布に植毛されたブラシ部からなる
起毛布とで構成したもので、回転清掃体の製造が容易になり、空気調和機用清掃装置を安
価に形成することができる。
【００２１】
　第５の発明は、特に、第４の発明の軸体に巻きつけられた起毛布の全幅寸法（有効清掃
幅寸法）を５００ｍｍ以上としたもので、幅の広い空気調和機のエアフイルターの全幅に
渡って、ブラシ部が当たるので、回転清掃体を超低速で回転させても十分均一にエアフイ
ルターを清掃することができ、しかも回転清掃体の回転時の騒音を低減することができる
。
【００２２】
　第６の発明は、特に、第１～５のいずれか一つの発明の塵埃移送手段を、指で操作する
ためのつまみと、前記つまみに連結され、集塵ボックス内で移動する移送板とで構成し、
前記移送板の周縁に、前記集塵ボックスの内壁を清掃する清掃片を設けたもので、塵埃移
送手段を操作する都度、集塵ボックスの内壁が清掃片で清掃されるので、集塵ボックスの
内壁に汚れが堆積することが無く、非常に衛生的である。
【００２３】
　第７発明は、特に、第１～６のいずれか一つの発明の空気調和機用清掃装置に、空気調
和機用清掃装置の内部や外部に付着した塵埃を払うための手入れ用のハケと、前記ハケを
着脱自在に保持するハケ保持部を備えたもので、塵埃を廃棄する都度、回転清掃体や、集
塵ボックスをハケできれいにすることができると共に、そのハケの保管が容易で、しかも
その保管場所を忘れることも無いので非常に使用勝手の良いものである。
【００２４】
　第８の発明は、熱交換器と、前記熱交換器の上流側に配され流入する空気に含まれる塵
埃を捕獲するエアフイルターと、請求項１～７のいずれか１項に記載の空気調和機用清掃
装置を備えたもので、従来の塵埃掻き取り性能を維持しながら、小型、低騒音で、しかも
メンテナンスが容易な空気調和機用清掃装置を用いることにより、空気調和機のエアフイ
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ルターを常にきれいに保つことが出来るので、空調性能に優れ、しかもメンテナンスの容
易な空気調和機を提供することが出来る。
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施例
によって本発明が限定されるものではない。
【００２６】
　（実施例１）
本発明の第１の実施例における空気調和機用清掃装置およびそれを搭載した空気調和機に
ついて図１～７を用いて説明する。
【００２７】
　図１は、本実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の室内機の斜視
図、図2は、同室内機の概略断面図である。
【００２８】
　図１、２において、３０は、本実施例における空気調和機用清掃装置で、室内に設置さ
れた空気調和機の室内機２０に、前方より着脱自在に装着されると共に、室内機２０に内
蔵されたエアーフィルター２１の表面に付着した塵埃を除去するための回転清掃体３４を
内蔵している。
【００２９】
　室内機２０の前面には、室内の空気を取り入れるための吸込口２２ａを有する前面パネ
ル２２が設けられ、その吸込口２２ａの下流側に、エアーフィルター２１、室内の空気を
熱交換する熱交換器２３、ファン２４が順に配され、ファン２４を運転すると、室内の空
気が、吸込口２２ａから吸引され、熱交換器２３で熱交換された後、吹出口２５から室内
に吹き出される。
【００３０】
　エアーフィルター２１は、図２に示すように、ベルト状に形成されると共に、図示しな
いモーターと減速装置からなる駆動手段２６で回転駆動される駆動プーリー２７と、従動
プーリー２８間に張架されている。
【００３１】
　次に、空気調和機用清掃装置３０の詳細について図３～７を用いて説明する。
【００３２】
　図３は、空気調和機用清掃装置の斜視図、図４は、同空気調和機用清掃装置の分解図、
図５は、同空気調和機用清掃装置の塵埃移送手段の構成を示す展開図、図６は、図３のＡ
－Ａ断面図である。
【００３３】
　図３～６において、空気調和機用清掃装置３０は、カバー上３１と、カバー下３２から
なり、室内機２０に着脱自在で、塵埃を収納する集塵ボックス３３と、集塵ボックス３３
に回転自在に、かつ着脱自在に収納された回転清掃体３４と、回転清掃体３４で掻き取ら
れ集塵ボックス３３内に溜まった塵埃を、集塵ボックス３３の長手方向に沿って移送させ
る塵埃移送手段３６と、カバー上３１の内壁に長手方向に一体に略櫛状に形成され、回転
清掃体３４に付着した塵埃を掻き取る塵埃除去手段３７を備えている。
【００３４】
　塵埃移送手段３６は、図４、５に示すように、カバー上３１の上面をスライド自在のつ
まみ４０と、つまみ４０の底面に垂下形成されたリブ４０ａが挿入嵌合される受け部４１
ａを有する移送板４１から構成されている。４２は、カバー上３１に設けられ、つまみ４
０のリブ４０ａをガイドするスリットで、４３は、つまみ４０のリブ４０ａが貫通するス
リット４３ａを有すると共に、カバー上３１の裏面に貼着されるシール部材で、カバー上
３１のスリット４２から、外気が流入するのを防止するためのものである。
【００３５】
　又、カバー上３１の一側には、内部に溜まった塵埃を排出するための塵埃排出口４５と
、その塵埃排出口４５を開閉する蓋体４６が開閉自在に設けられている。この蓋体４６の
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側面には、蓋体４６を開ける際に指を引っ掛けるための凹部４７が設けられている。なお
、蓋体４６を、カバー上３１に着脱自在に、或いは、開閉自在で、しかもこじると簡単に
外れるようにして設けても良い。
【００３６】
　次に、回転清掃体３４の詳細について、図７を用いて述べる。
【００３７】
　図７（ａ）は、回転清掃体３４及び室内機２０の一部の斜視図、（ｂ）は、同回転清掃
体３４の製法を示す図である。
【００３８】
　図７において、回転清掃体３４は、棒状で金属材料からなる軸体５１と、軸体５１の外
周に螺旋状に巻き付けられると共に、基布５２ａと、基布５２ａに植毛されたブラシ部５
２ｂからなる起毛布５２と、軸体５１の両側に設けられ軸体５１を回転自在に保持すると
共に、カバー上３１に装着される軸受け体５３と、軸体５１の一端に固着され、空気調和
機用清掃装置３０を室内機２０の前方より装着したときに、室内機２０側に設けられた駆
動手段Ａ５４で回転駆動されるギアーＡ５５と噛み合うギアーＢ５６とから構成されてい
る。回転清掃体３４が、集塵ボックス３３に装着された状態では、塵埃除去手段３７の先
端が回転清掃体３４のブラシ部５２ｂに食い込んでいる。
【００３９】
　又、本実施例では、軸体５１に巻きつけられた起毛布５２の全幅寸法（有効清掃幅寸法
Ｌ）を５００ｍｍ以上としている。
【００４０】
　なお、本実施例では、上述のように、軸体５１を１本の棒状部材で形成しているが、複
数本に分割して、それらを螺子嵌合や、圧入等で繋ぐようにしても良い。そのようにすれ
ば、軸体５１の運搬が容易で、しかも梱包形態も簡素化される。
【００４１】
　また、軸体５１を、パイプのような中空の部材で形成すれば、軸体５１の質量が低減し
、回転清掃体３４、ひいては、空気調和機用清掃装置３０の軽量化を図ることが出来る。
【００４２】
　以上のように構成された本実施例における空気調和機用清掃装置３０及びそれを搭載し
た空気調和機の室内機２０の動作、作用は以下の通りである。
【００４３】
　図１に示すように、予め、空気調和機用清掃装置３０を、空気調和機の室内機２０の所
定に箇所に装着しておく。この状態では、図２及び６に示すように、空気調和機用清掃装
置３０に内蔵された回転清掃体３４のブラシ部５２ｂの先端がエアフィルター２１の表面
に当接している。
【００４４】
　又、空気調和機用清掃装置３０のつまみ４０を操作して、移送板４１を、集塵ボックス
３３の塵埃排出口４５と反対側の端部に寄せておく。
【００４５】
　そして、室内機２０を例えば、冷房運転すると、ファン２４の運転により室内の空気が
吸込口２２ａから流入し、エアフィルター２１を通って熱交換器２３に至り、そこで冷却
され、冷たい空気が吹出口２５から室内に吹き出される。吸込口２２ａから吸引される室
内の空気に含まれた塵埃は、エアフィルター２１で捕獲され、そのエアフィルター２１の
表面に次第に堆積していく。エアフィルター２１の表面に塵埃が堆積してくると、空気の
通気圧損が増加し、熱交換器２３での熱交換効率が低下してくるので、定期的に或いは、
必要に応じて、エアフィルター２１に堆積した塵埃の除去運転が必要となる。
【００４６】
　そこで、本実施例では、塵埃の除去運転を開始すると、図２、図６に示すように、駆動
手段２６により駆動プーリー２７が反時計方向に回転し、エアフィルター２１が矢印Ａ方
向に移動を開始する。同時に、空気調和機用清掃装置３０の回転清掃体３４が、同じく反
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時計方向（矢印Ｂ）に回転させることにより、エアフィルター２１の表面に付着していた
塵埃３５が回転清掃体３４のブラシ部５２ｂにより掻き取られ、集塵ボックス３３内にこ
ぼれ落ちる。同時に、ブラシ部５２ｂ上に取り残された塵埃は、櫛状の塵埃除去手段３７
により、除去される。
【００４７】
　この塵埃除去運転は、ベルト状のエアフィルター２１が半周すなわち、エアフィルター
２１の前側半分が、後ろ側に移動するまで行なわれる。通常、エアフィルター２１の後ろ
側半分には、塵埃がほとんど堆積しないので、塵埃除去運転を終えた時点で、エアフィル
ター２１のきれいな後ろ側半分が、前側に移動している。
【００４８】
　何度か、上記塵埃除去運転を行なうと、空気調和機用清掃装置３０の集塵ボックス３３
内に塵埃が堆積してくるので、それを廃棄する必要がある。
【００４９】
　本実施例における塵埃廃棄作業は以下のようにして行なわれる。
【００５０】
　まず、空気調和機用清掃装置３０を室内機２０から取り外す。次に、つまみ４０を操作
して、移送板４１を塵埃排出口４５側に移動させる。この動作により、集塵ボックス３３
内の塵埃が圧縮されながら、一塊になって、塵埃排出口４５側に移動し、最後に、ゴミ箱
（図示せず）上で、蓋体４６を開けると、塵埃が圧縮されながら、一塊になって自重で、
ゴミ箱内に落下し、塵埃廃棄作業を終える。そして、つまみ４０を再度操作して、移送板
４１を塵埃排出口４５と反対側に移動させた後、空気調和機用清掃装置３０を、室内機２
０の所定の場所に再度装着する。
【００５１】
　なお、上記実施例では、集塵ボックス３３内の塵埃を廃棄する時に、つまみ４０を操作
するように説明したが、空気調和機用清掃装置３０を室内機２０に装着したままの状態で
、時々つまみ４０を往復操作させて、集塵ボックス３３内の塵埃を圧縮して塵埃排出口４
５側に寄せて置くようにしても良い。こうすれば、より多くの塵埃を集塵ボックス３３内
に溜めておけるので、塵埃の廃棄頻度が減り、メンテナンスが容易になるものである。
【００５２】
　以上のように、本実施例によれば、回転清掃体３４によってエアフイルター２１に付着
した塵埃３５が確実に掻き取られると共に、その塵埃３５が集塵ボックス３３に収納され
るので、塵埃３５の廃棄、メンテナンスが容易である。また、塵埃移送手段３６で、集塵
ボックス３３内の塵埃３５を一方に移送すると、塵埃３５が圧縮されるので、集塵ボック
ス３３内に多量の塵埃３５を溜めておけるようになり、集塵ボックス３３内の塵埃３５の
廃棄頻度が減り、塵埃３５の廃棄作業が軽減される。又、塵埃３５を吸引すると共に外部
にそれを排出するための吸引装置などが不要なので、小型、低騒音で、しかも衛生的であ
る。
【００５３】
　又、回転清掃体３４は、集塵ボックス３３内に着脱自在に収納されると共に、前記集塵
ボックス３３を空気調和機の室内機２０に対し着脱自在なので、一般に高所に設置された
室内機２０から集塵ボックス３３を容易に取り外すことができ、集塵ボックス３３内の塵
埃３５の廃棄が容易で、しかも回転清掃体３４を集塵ボックス３３から容易に取り出せる
ので、回転清掃体３３にこびりついた塵埃３５の除去、清掃も容易になる。
【００５４】
　又、集塵ボックス３３に塵埃排出用の塵埃排出口４５を設け、その塵埃排出口４５を塞
ぐ蓋体４６を着脱自在または／及び開閉自在に設けたので、集塵ボックス３３内に堆積し
た塵埃３５を、塵埃移送手段３６で、塵埃排出口４５まで移送すると、その間に塵埃が圧
縮されると共に、蓋体４６を開放すると、圧縮された塵埃３５が一箇所の塵埃排出口４５
から排出されるので、廃棄時に、塵埃３５が周囲に飛び散ることが無く、衛生的である。
【００５５】



(8) JP 4896636 B2 2012.3.14

10

20

30

40

50

　さらに、回転清掃体３４に付着した塵埃を除去する塵埃除去手段３７を設けたことによ
り、回転清掃体３４を常にきれいに保つことができ、塵埃掻き取り性能が低下することが
無く、また、回転清掃体３４で掻き取られた塵埃３５が、エアフイルター２１に再付着す
ることも無く、塵埃除去性能が向上する。
【００５６】
　又、回転清掃体３４を、棒状の軸体５１と、軸体５１に螺旋状に巻き付けられると共に
基布５２ａと、基布５２ａに植毛されたブラシ部５２ｂからなる起毛布５２とで構成した
ことにより、回転清掃体３４の製造が容易になり、空気調和機用清掃装置３０を安価に形
成することができる。
【００５７】
　又、軸体５１に巻きつけられた起毛布５２の全幅寸法（有効清掃幅寸法）を５００ｍｍ
以上としたことにより、空気調和機の室内機２０に内設された幅の広いエアフイルター２
１の全幅に渡って、ブラシ部５２ｂが当たるので、回転清掃体３４を超低速（例えば、１
０ＲＰＭ程度）で回転させても十分均一にエアフイルター２１を清掃することができ、し
かも回転清掃体３４の回転時の騒音を低減することができる。
【００５８】
　（実施例２）
【００５９】
　図８（ａ）は、本発明の第２の実施例における空気調和機用清掃装置の部分斜視図、（
ｂ）は、図８（ａ）のＢ－Ｂ断面図、（ｃ）は、図８（ａ）のＢ－Ｂ断面図（蓋体が開く
直前）、（ｄ）は、同蓋体が開いた様子を示す部分斜視図、（ｅ）は、図８（ａ）のＣ－
Ｃ断面図、（ｆ）は、図８（ｅ）のＤ－Ｄ断面図である。なお、上記実施例と同一部分に
ついては、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６０】
　図８において、集塵ボックス３３には、塵埃排出口４５を開閉する蓋体４６の一側が回
転自在に軸支され、その蓋体４６を常時開く方向に付勢するトーションスプリングなどか
ら成る付勢部材Ａ６０が設けられている。蓋体４６の他側（軸支された側の反対側）には
、左右方向に摺動自在の引っ掛け部材６１が設けられている。この引っ掛け部材６１は、
集塵ボックス３３の塵埃排出口４５の縁に引っ掛けられる爪部６１ａが設けられ、蓋体４
６が閉じられた状態では、引っ掛け部材６１の爪部６１ａが、付勢部材Ｂ６２の付勢力で
、塵埃排出口４５の縁側に付勢され、爪部６１ａが塵埃排出口４５の縁に引っ掛けられた
状態で維持されるようになっている（図８（ｂ）の状態）。
【００６１】
　そして、塵埃移送手段３６のつまみ４０を、塵埃排出口４５側に移動させると、つまみ
４０に連結された移送板４１の端部に設けた突起部４１ａが、引っ掛け部材６１の爪部６
１ａに当接し、さらに、つまみ４０を、付勢部材Ｂ６２の付勢力に抗して移動させると、
爪部６１ａが、塵埃排出口４５の縁から外れ、同時に、付勢部材Ａ６０の付勢力により蓋
体４６が強制的に開放され、中の塵埃が排出されるようになっている。
【００６２】
　また、本実施例では、図８（ｄ）～（ｆ）に示すように、蓋体４６は、前壁４６ａとそ
れに対しほぼ直角に形成された横壁４６ｂから構成され、さらに横壁４６ｂの下縁には、
蓋体４６を開けるときに、カバー下３２の底面を掃くための掃き出しブラシ４６ｃが設け
られている。同構成により、蓋体４６が閉じた状態では、図８（ｆ）に示すように、蓋体
４６の横壁４６ｂは、集塵ボックス３３内で、その長手方向に直交するように配置される
。
【００６３】
　以上のように本実施例によれば、塵埃排出口４５を塞ぐ蓋体４６を開閉自在に設けると
共に、その蓋体４６の開動作と塵埃移送手段３６の動作を連動させたことにより、集塵ボ
ックス３３内に堆積した塵埃３５を、塵埃移送手段３６で、塵埃排出口４５まで移送する
と、その間に塵埃３５が圧縮されるが、その移送動作に連動して蓋体４６が開放するので
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、一つの移送動作で、塵埃３５を一箇所の塵埃排出口４５から排出できると共に、塵埃３
５が圧縮されているので、廃棄時に、塵埃３５が周囲に飛び散ることが無く、衛生的であ
る。
【００６４】
　又、蓋体４６が開くときに、蓋体４６の横壁４６ｂが、強制的に集塵ボックス３３内の
塵埃３５の塊を掃き出すので、確実に塵埃３５を集塵ボックス３３から排出させることが
出来る。しかも、横壁４６ｂの下縁に設けた掃き出しブラシ４６ｃにより、蓋体４６の背
後に位置するカバー下３２の底面が、塵埃の廃棄の都度清掃されるので、その部分に塵埃
が堆積して中の塵埃の塊が出難くなることが無い。
【００６５】
　（実施例３）
【００６６】
　図９（ａ）は、本発明の第３の実施例における空気調和機用清掃装置の移送板の斜視図
、（ｂ）は、同移送板に装着される清掃片の斜視図、（ｃ）は、同移送板に清掃片を組み
込んだ状態を示す図、（ｄ）同空気調和機用清掃装置の要部断面図である。なお、上記実
施例と同一部分については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００６７】
　本実施例は、図９に示すように、移送板４１の、集塵ボックス３３の内壁と対向する周
縁に凹溝４１ｂを設け、その凹溝４１ｂにブラシ状の清掃片４７を装着したもので、これ
により、塵埃移送手段３６を動作させる都度、集塵ボックス３３の内壁が清掃片４７で清
掃されるので、集塵ボックス３３の内壁に汚れが堆積することが無く、非常に衛生的であ
る。
【００６８】
　（実施例４）
【００６９】
　図１０は、本発明の第４の実施例における空気調和機用清掃装置の部分斜視図である。
なお、上記実施例と同一部分については、同一符号を付してその説明を省略する。
【００７０】
　本実施における空気調和機用清掃装置は、図１０に示すように、空気調和機用清掃装置
３０の内部や外部に付着した塵埃を払うためのお手入れ用のハケ６５を備え、そのハケ６
５を着脱自在に保持するハケ保持部６６を、カバー上３１の上面に形成したものである。
【００７１】
　ハケ６５は、持ち部６５ａと、 持ち部６５ａの端部に形成され埃を払うハケ部６５ｂ
から構成されている。
【００７２】
　本実施例では、以上のように構成されているので、集塵ボックス３３内の塵埃を廃棄す
る都度、回転清掃体３４や、集塵ボックス３３をハケ６５できれいにすることができると
共に、そのハケ６５の保管が容易で、しかもその保管場所を忘れることも無いので非常に
使用勝手の良いものである。
【００７３】
　なお、上記実施例では、ハケ保持部６６を、カバー上３１の上面に形成したが、特にそ
の部分に限定するものでは無く、カバー上３１の側面や、カバー下３２に設けても良い。
【００７４】
　さらに、空気調和機の室内機２０に、従来の塵埃掻き取り性能を維持しながら、小型、
低騒音で、しかもメンテナンスが容易な上記空気調和機用清掃装置３０を用いることによ
り、エアフイルター２１を常にきれいに保つことが出来るので、空調性能に優れ、しかも
メンテナンスの容易な空気調和機を提供することが出来る。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機用清掃装置は、従来の塵埃掻き取り性能を維
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持しながら、小型、低騒音で、しかも衛生的で、また、塵埃の廃棄、メンテナンスが容易
なもので、家庭用、業務用の各種空気調和機は勿論、空気清浄機、換気装置などエアフィ
ルターを有する各種機器に適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の第１の実施例における空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の室
内機の斜視図
【図２】同室内機の概略断面図
【図３】同空気調和機用清掃装置の斜視図
【図４】同空気調和機用清掃装置の分解図
【図５】同空気調和機用清掃装置の塵埃移送手段の構成を示す展開図
【図６】図３のＡ－Ａ断面図
【図７】（ａ）回転清掃体及び室内機の一部の斜視図、（ｂ）同回転清掃体の製法を示す
図
【図８】（ａ）本発明の第２の実施例における空気調和機用清掃装置の部分斜視図、（ｂ
）図８（ａ）のＢ－Ｂ断面図、（ｃ）図８（ａ）のＢ－Ｂ断面図（蓋体が開く直前）、（
ｄ）同蓋体が開いた様子を示す部分斜視図、（ｅ）図８（ａ）のＣ－Ｃ断面図、（ｆ）図
８（ｅ）のＤ－Ｄ断面図
【図９】（ａ）本発明の第３の実施例における空気調和機用清掃装置の移送板の斜視図、
（ｂ）同移送板に装着される清掃片の斜視図、（ｃ）同移送板に清掃片を組み込んだ状態
を示す図（ｄ）同空気調和機用清掃装置の要部断面図
【図１０】本発明の第４の実施例における空気調和機用清掃装置の部分斜視図
【図１１】従来の空気調和機用清掃装置を搭載した空気調和機の室内機の断面図
【符号の説明】
【００７７】
　２０　室内機（空気調和機）
２１　エアフィルター
２３　熱交換器
２４　ファン
２５　吹出口
３０　空気調和機用清掃装置
３３　集塵ボックス
３４　回転清掃体
３５　塵埃
３６　塵埃移送手段
３７　塵埃除去手段
４０　つまみ
４１　移送板
４５　塵埃排出口
４６　蓋体
６５　ハケ
６６　ハケ保持部



(11) JP 4896636 B2 2012.3.14

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(12) JP 4896636 B2 2012.3.14

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(13) JP 4896636 B2 2012.3.14

【図１１】



(14) JP 4896636 B2 2012.3.14

10

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭６２－１４５０１９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００４－１１３８９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０４－０１１３２８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００４－０２８４８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭５７－１２１２４８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００４－１２１７９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－２５０５３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－０９７５０６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２４Ｆ　　１３／２８　　　　
              Ｆ２４Ｆ　　　１／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

